
生活道路用柵
～守るべき未来～

生活道路用柵
～守るべき未来～～守るべき未来～625mm

17
5m

m
48

0m
m

名　　   称

寸　　   法

参 考 重 量

材　　   質

表 面 処 理

ストラクベース

幅625×奥行175×高480

35.7㎏/個

JIS G3101「一般構造用圧延鋼材」SS400

なし（黒皮）

Cat.No. L577. C7 19. 05. 00

道路・土木商品部

ストラクベース 仕様

ストラクベース 強度

車道側車道側 歩道側

歩道側

一般財団法人　土木研究センターより性能証明を取得済み。
コンクリート基礎と同等のエネルギー吸収性能、強度性能を有する。

エネルギー吸収量
基礎構造

コンクリート
ブロック基礎

ストラクベース

最大支持力
Pmax
（kN）

21.7

21.1

支柱変位量δ
（mm）

94.0

98.3

エネルギー吸収量
（J）

1676.5

1676.5
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コンクリートブロック基礎（□400×400×700）

ストラクベース（625×175×480）
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日鉄建材株式会社



ガードレール用打込機で打設可能 基礎設置時間を85%削減85%削減
掘削不要！掘削不要！掘削不要！掘削不要！ ブロック基礎不要！ブロック基礎不要！ブロック基礎不要！ブロック基礎不要！

埋戻・転圧　不要！埋戻・転圧　不要！埋戻・転圧　不要！埋戻・転圧　不要！

直工費ベースでコスト削減経済性18％向上経済性18％向上

工程短縮工程短縮

生活道路用柵とは

設置イメージ

生活道路用柵は、幅員が狭い道路
（生活道路）に対応した防護柵です。
強度は種別Pの高強度型として設
計され、車両総重量 8トンを設計
条件の対象車両にしています。

小学生の歩行中の交通事故は、自宅から
500m以内で約6割も発生しています。
生活道路用柵は痛ましい交通事故から
児童を守ります。

設置イメージ

設置後設置前

東京都中野区

「防護柵の設置基準・同解説」の改訂

ストラクベース
業界最小の深さで省スペースを実現！業界最小の深さで省スペースを実現！

構　造

実　績

出典　国土技術政策総合研究所 資料

平成28年12月に「防護柵の
設置基準・同解説」が改訂さ
れ、「生活道路用柵」を設置す
る考え方について新たに解説
が追加されました。
「生活道路用柵」は、幅員が狭
い道路の歩車道境界に設置し、
歩行者を保護するために開発
されました。

本製品本製品

基礎サイズが
従来より

50％ダウン！

お客様の声お客様の声

生活道路は
コンクリート基礎が大きくて
狭いスペースに設置しにくい

地下埋設物が
60cm辺りにあるケースが多く
コンクリート基礎が干渉する

特許
出願中

To save Children's life

コンクリート基礎コンクリート基礎
□400×400×700

220kg
625×175×480

36kg

軽量化により
運搬に
重機不要

基礎サイズが
従来より

50％ダウン！

軽量化により
運搬に
重機不要

本製品本製品コンクリート基礎コンクリート基礎
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基礎根入れ70   50cm基礎根入れ70   50cm

基礎サイズが
従来より50％ダウン！

基礎サイズが
従来より50％ダウン！

埋設物を
回避！
埋設物を
回避！

標準品（□400×400×700） ストラクベース（625×175×480）

（施工業者参考価格）

（施工業者参考価格）

材工費合計   　　￥33,000/基

材料費　                  ￥9,000/基

施工費　                ￥24,000/基

打込式 !!打込式 !!

※100m（50基）施工時

（施工業者参考価格）

材工費合計   　　 ￥27,000/基

材料費　                  ￥19,500/基

施工費　                    ￥7,500/基

※100m（50基）施工時

85%削減85%削減
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